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１ はじめに
本稿は, アーカイブズの必要性について, 考察を加えるものである｡

だが, そもそも, アーカイブズとは何であり, アーカイブズは何をどの

ように取り扱うのであろうか｡ アーカイブズ先進国イタリアにおけるアー

カイブズ学の代表的な教科書 『アーカイブとは何か』 (ベルティーニ,

����) の第一章における, マリア・バルバラ・ベルティーニの整理をま

とめると, ｢アーカイブズとは, 組織あるいは機関を運営する実務活動

に関する文書を, 体系的に集成して蓄積するものである｣ と要約するこ
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とができる
(１)

｡

このようなアーカイブズをめぐる議論や研究が, 近年, 着実に盛り上

がりを見せている｡ だが, その内容に少し目を向けると, ｢アーカイブ

ズとは何か｣ ｢アーカイブズをどのように運用するか｣ といった議論・

研究が数多く見受けられるのに対して, ｢なぜアーカイブズが必要なの

か｣ という議論・研究がそれほど数多く見受けられないのも事実である｡

そこで本稿では, ２および３で, ｢なぜアーカイブズが必要なのか｣

という問い すなわち, アーカイブズの必要性 に対して真正面か

ら論じたうえで, 最後に４で, 本稿の論旨を踏まえた ｢日本社会におけ

る �難問�｣ を投げ掛けることで, さらなる考察・検討の呼び水としたい｡

２ なぜアーカイブズが必要なのかⅠ
日本におけるアーカイブズ学の代表的論者の一人である大濱徹也の主

張によれば, アーカイブズをめぐる考察を行う際に最も重要なことは,

いわゆる用語集が説く無味乾燥なアーカイブズの定義ではなく, ｢その

根にある世界 すなわち, アーカイブズの原理と哲学 とは何か｣

を問うことである｡ (大濱 ����, ��頁) では彼は, アーカイブズの原理

と哲学に関して, どのような見解を提示しているのであろうか｡

大濱曰く, ｢アーカイブズが負わされた第一の使命は, 国家・コミュ

ニティ・企業・学校など, アーカイブズの存立母体となっている諸組織

の記録を体系的に残し, 組織の円滑かつ適切なる運営と継続性を保障す

ること｣ (大濱 ����, ５頁) である｡ つまりアーカイブズには, 現実政

治の場において行政の効率的運用を高めることや, 企業の経営管理の場

においてそれぞれの課題に向けた政略をふまえた戦略を構築することが

求められている｡ (大濱 ����, ５頁) ここで注意を払わなければならな

いのが, ｢ 『組織の記録を体系的に残すこと』 と 『組織の円滑かつ適切
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(１) ベルティーニの整理がなぜこのようにまとめることができるかについて
は, 土井 ���	, 
��
�頁を参照｡



なる運営と継続性を保障すること』 との関係を, どのように理解すべき

か｣ という問題である｡

この点について大濱は, ｢ 『組織の記録』 はその組織に関わる他の人々

に対する業務の指針となり, それを共有することによって組織は常に新

しく活性化していく場となりうる｣ と指摘して (大濱 ����, ��頁),

｢組織にガタがこないで常に活発に運営されていくためには, その組織

が自身の記録をきちんと読み取っていけるだけのノウハウを蓄積し共有

して, その記録を誰でも読めるようにしておかなければならない｣ と主

張する｡ (大濱 ����, ���頁) したがって彼の考えによれば, アーカイ

ブズに残されている記録資料の第一は組織管理に役立つ情報であり (大

濱 ����, ��頁), その選別を行うアーキビストに求められるのは ｢その

組織が営んだものを体系的に残していく｣ ことなのである｡ (大濱 ����,

	�頁)

それゆえ ｢アーカイブズとは何か｣ という問いに対する大濱の解答は,

次のようにまとめることができる｡ すなわち, アーカイブズとは, ｢知

と情報の府として, 当該組織のインテリジェンスたる使命を負わされて

おり, より良き明日に向けた政略と戦略を構築していく器｣ (大濱 ����,

��頁) であり, ｢開かれた構造を維持・保障していくために組織が営ん

だ, その諸活動を支えた知的な生産物を体系的に次の世代に伝えること

で, 組織を効率的・合理的に運営し, 組織に活力をもたらすための管理

された情報, あるいは資源としての情報を司る機関｣ (大濱 ����, ��頁)

である, と｡

以上, １で言及したベルティーニの見解と, ２でみてきた大濱の見解

に基づけば, ｢なぜアーカイブズが必要なのか｣ という問いに対して,

次のような解答を与えることができる｡ すなわち, アーカイブズが必要

とされる理由は, ある機関が, ｢組織運営の発想｣ に基づく対応を行う

すなわち, ｢組織運営｣ に関する ｢文書｣ を ｢体系的に蓄積する｣

ことによって, 円滑かつ適切にその ｢組織を運営し戦略構築を行う｣ た
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めの基盤を提供する ためである, と｡

３ なぜアーカイブズが必要なのかⅡ
３では, ２で述べたような ｢組織運営の発想｣ に基づくアーカイブズ

観と異なる発想に基づいて ｢なぜアーカイブズが必要なのか｣ という問

いに対する適切な解答を提示するために, 梅棹忠夫の 『知的生産の技術』

(梅棹 ����) に着目して論を展開する｡ まず初めに３(１) で, その著

書の主張内容を確認したうえで, 次に３(２) で, その著書から得られ

るアーカイブズ論への示唆 すなわち, ｢�知的生産の礎�としての

アーカイブズ｣ というアーカイブズ観 に基づいて, ｢なぜアーカイ

ブズが必要なのか｣ という問いに対する解答を提示したい｡

(１) 梅棹 『知的生産の技術』 における主張内容の確認
(２)

梅棹によれば, 知的生産とは, 人間の知的活動が, 何か新しい情報
(３)

の

生産に向けられているような場合のことである｡ 彼曰く, ｢つまり, か

んたんにいえば, 知的生産というのは, 頭をはたらかせて, なにかあた

らしいことがら 情報 を, ひとにわかるかたちで提出することな

のだ, くらいにかんがえておけばよいだろう｡｣ (梅棹 ����, ��頁)

このように知的生産とは, 知的情報の生産であって, 既存あるいは新

規の様々な情報をもとにして, それに, それぞれの人間の知的情報処理

能力を作用させて, そこに新しい情報をつくりだす作業のことである｡

梅棹の考えによると, こういう生産活動を業務とする人達が, 今日では,

非常にたくさんになってきている
(４)

｡
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(２) 梅棹 ����, ９���頁
(３) 梅棹の指摘によると, ｢この場合, 情報というのは, なんでもよい｡ 知
恵, 思想, かんがえ, 報道, 叙述, そのほか, じゅうぶんひろく解釈して
おいてよい｡｣ (梅棹 ����, ��頁)

(４) というのも, ｢研究者はもちろんのこと, 報道関係, 出版, 教育, 設計,
経営, 一般事務の領域にいたるまで, かんがえることによって生産活動に



以上の点を踏まえて, 梅棹は, ｢このような意味での知的生産である

ならば, それは, 現代に生きる人間すべての問題ではないか｣ (梅棹 ����,

��頁) と指摘する｡ なぜなら我々の社会は, すべての人間が, その日常

生活において, 知的生産活動を絶えず行わないではいられないような社

会になりつつあるからである｡ この点について梅棹は, さらに詳細に,

次のように述べている｡

社会には, 大量の情報があふれている｡ 社会はまた, すべての

人間が情報の生産者であることを期待し, それを前提として組

み立てられてゆく｡ 人びとは, 情報をえて, 整理し, かんがえ,

結論をだし, 他の個人にそれを伝達し, 行動する｡ それは, 程

度の差こそあれ, みんながやらなければならないことだ｡ (梅

棹 ����, ��頁)

梅棹によると, ここで重要となるのが, 知的生産の ｢技術｣ である｡

つまり, 今日においては, 知的生産の技術は, 一部の知識人のものでは

なく, 誰にも必要なものであって, その意味では, ｢現代人としての実

践的素養の問題｣ (梅棹 ����, ��頁) と言い直してもよいようなものだ,

というわけである｡

(２) アーカイブズ論への示唆 “知的生産の礎”としての

アーカイブズ

３(１) で確認したように, 梅棹によると, 現代社会においては, ｢既

存あるいは新規の様々な情報をもとにして, それに, それぞれの人間の

知的情報処理能力を作用させて, そこに新しい情報をつくりだす作業｣

たる知的生産活動に従事する人間が非常に多数となってきている｡ ここ
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参加しているひとの数は, おびただしいもの｣ (梅棹 ����, ��頁) だから
である｡



で重要となるのが知的生産の ｢技術｣ だと彼は指摘するが, それと同等

以上に重要となるのが知的生産の ｢基礎・基盤｣ である｡

この点で示唆に富むのが, 『知的生産の技術』 において梅棹が言及す

る, ｢発見の手帳｣ をめぐる論述である｡ (梅棹 ����, �����頁) 発見の

手帳とは, ｢毎日の経験のなかで, なにかの意味で, これはおもしろい

とおもった現象を記述｣ (梅棹 ����, ��頁) し, ｢あるいは, 自分の着

想を記録する｣ (梅棹 ����, ��頁) もののことである｡ では, なぜこの

ような ｢発見の手帳｣ を活用する必要があるのであろうか｡

梅棹は, ｢そらでものをかんがえる｣ (梅棹 ����, �	頁｡ 圏点は原著
・・

者｡) 手法と, ｢ 『発見の手帳』 の原理｣ (梅棹 ����, ��頁) とを対比し

たうえで, 次のように述べている｡

紙や鉛筆をもたずに, そらでものをかんがえるのは, たのしい
・・

ことである｡ とりとめのない空想にふけることができるから,

という意味ではない｡ こつこつと, 文字で論理をくみたててゆ

くよりも, そらでかんがえたほうが, 直観的な透察がよくきい
・・

て, 思想の脈絡がはるかにうまくつくからである｡ ……

ところが, ｢発見の手帳｣ の原理は, そういうのとは, まった

く反対である｡ ……

数式をとりあつかうのに, 暗算も筆算もそれぞれ特色があるよ

うに, 思想を開発するにも, そらでやるのと字をかいてゆくの
・・

とでは, おのずから特徴がちがっている｡ それぞれのひとの性

質やくせにもよるけれど, ことの筋道の透察や, 論理のくみた
・・

てについては, すくなくともわたしは, 文章にかかないで, 宙

でかんがえるほうがうまくゆくことがおおい｡ しかし, 材料の

蓄積はそうはゆかない｡

(梅棹 ����, �	���頁｡ 圏点は原著者｡)
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つまり, 梅棹の考えでは, 知的生産そのものに従事する際には, ｢そ
・

らでものをかんがえる｣ ほうがうまく行くことも多いが, 知的生産の材
・

料の蓄積を行う際には, ｢発見の手帳｣ のように記録を取ることが重要

だ, というわけである｡ ここから導出できるのは, 知的生産活動を行う

際の基礎・基盤となる ｢知的生産の材料の蓄積｣ を実施する場合には,

知的資源を適切に収集・保存・管理・利用しなければならない, という

点である｡

ところで, アーカイブズとは, まさに, 知的資源の適切な収集・保存・

管理・利用を行う機関である｡ したがって, アーカイブズとは �知的生

産の礎�である, というアーカイブズ観を提示することは十分に可能だ

ということができる｡

以上でみてきた, 梅棹 『知的生産の技術』 から得られるアーカイブズ

論への示唆 すなわち, ｢�知的生産の礎�としてのアーカイブズ｣

というアーカイブズ観 に基づけば, ｢なぜアーカイブズが必要なの

か｣ という問いに対して, 次のような解答を与えることができる｡ すな

わち, アーカイブズが必要とされる理由は, アーカイブズとは, 知的資

源の適切な収集・保存・管理・利用を行う �知的生産の礎�だからであ

る, と｡

４ むすびにかえて
以上のとおり本稿では, ｢なぜアーカイブズが必要なのか｣ という問

いに対して, アーカイブズが必要とされる理由は, ①ある機関が, ｢組

織運営の発想｣ に基づく対応を行う すなわち, ｢組織運営｣ に関す

る ｢文書｣ を ｢体系的に蓄積する｣ ことによって, 円滑かつ適切にその

｢組織を運営し戦略構築を行う｣ ための基盤を提供する ためである,

②それが �知的生産の礎�だからである, という解答を導出した｡ 最後

に, これまでの論旨を踏まえた, 日本社会における �難問�をひとつ投

げ掛けることで, さらなる考察・検討の呼び水としたい｡

中京法学��巻２･３･４号 (����年) ���(���)



日本社会における様々な組織 例えば, 官公庁・民間企業・学校な

ど では, 書記の仕事を �新人�に任せるという慣行にしばしば直面

する｡ その背景にあるのは, おそらく, ｢書記の主な仕事は議事録の作

成という �単純で簡単なもの�であるので, 新人に任せるのにふさわし

い｣ という発想であろう｡

このような慣行と発想は, 本稿の論旨に基づくと, 適切であろうか｡

書記の仕事は, どのような意図をもって, どのような人物 例えば,

新人・中堅・ベテラン に任せるのが適切なのであろうか｡ その根拠

は, どのように説明できるのであろうか｡
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